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３ 農産物分野           
 

基本施策（１）加東市産山田錦のブランド力の向上 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

施策内容① 加東市産山田錦のＰＲ 
山田錦の品質向上や産地表示による加東市産山田錦のブランド力の向上及びＰＲ活動を継続します。 

 

 

❶本市又は本市の地名が日本酒のラベル等に表示されることを蔵元に働きかけます。 

    ❷乾杯まつりなどのイベントにより加東市産山田錦のＰＲを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<取組実績> 

❷ 令和６年９月 22日に乾杯まつりを開催し、20

蔵が参加し来場者数は 3,500 人であった。ま

た、東条山田錦の里探訪ウォークを同時開催

し、約 150 人の参加があり、加東市産山田錦の

魅力を PRした。 

 兵庫県山田錦主産地農業遺産推進協議会（事

務局：兵庫県北播磨県民局）の構成団体の１つ

として、「兵庫の酒米『山田錦』生産システム」

が日本農業遺産に登録されるよう、関係市町・

団体とともに認定に向けた取組みを推進し、令

和７年１月に、日本農業遺産認定を獲得した。 

≪次年度改善･取組≫ 

❶❷ 引き続き、加東市産山田錦の品質向上

に努めるとともに、市のホームページや

特設サイト等において加東市産山田錦を

使用する蔵元や銘柄を紹介し、本市又は

本市の地名のラベル表示の促進やブラ

ンド力の向上につなげる。 

❷ 乾杯まつり、探訪ウォークを継続して開

催し、日本酒の消費拡大と加東市産山田

錦をＰＲする。 

具体的な取組内容 

基準値

2021 2023 2024 2025 2026 2027

（R3） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9）

産地表示された酒の銘
柄数

加東市産山田錦を使用し
た酒の産地表示状況

銘
柄

46 50 A 53 A 55 58 60

54 108.0 74 139.6

加東市産山田錦の特等
以上の割合

加東市産山田錦のうち特

等以上の等級米が占める
割合（ＪＡみのり引受分に
限る）

％ 85.2 86.1 A 87 B 88 89 90

86.5 100.5 45.1 51.8

年度実績数・到達率

年度実績数・到達率

指標名 指標の考え方
単

位 評価

目標値

評価
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施策内容② 加東市産もち麦の普及と活用促進 
もち麦の安定した収量の確保及び高品質化による安定した供給体制を構築します。また、加東市産もち麦の認知

度向上や消費拡大、市民の健康増進に繋がる取組を進めます。 

 

 

❶加東市もち麦等栽培支援交付金の活用や加東市もち麦活用協議会が主催する栽培講習会などにより、加

東市産もち麦の高品質化を目指すとともに、栽培技術の向上に向けた取組を推進します。 

❷企業や関係機関と連携し、市内事業者等へ加東市産もち麦の使用を働きかけます。 

❸加東市産もち麦を活用したイベントの開催や発行物の作成、市内外でのイベント活動により、消費拡大並び

に認知度向上を図ります。 

❹「もち麦で加東市をキラリ輝く元気なまちにしよう」をテーマに、市民の健康増進に向けた取組を行います。 
 

 

 

 

 

 

 
 
  

<取組実績> 

❶ 加西農業改良普及センターと連携し、加東市

産もち麦の栽培指導を継続し、品質向上及び収

量増加を図るとともに、もち麦を栽培する集落

営農組織等に赤カビ病防除の経費と新たに種

子購入費用を支援し、もち麦栽培の安定化を支

援した。 

また、麦用肥料価格の高騰により影響を受け

た農業者の負担軽減を図るため、栽培面積に応

じた交付金を交付し、営農継続を支援した。 

❷ 市内の飲食店へ加東市産もち麦の使用を呼び

掛けた。また、企業、関係機関、生産者などが

地域ぐるみで特産化に取り組む活動が評価さ

れ、大手企業の商品に加東市産もち麦が採用さ

れた。 

❸ もち麦ウォーク、もち麦体験教室、もち麦フェ

ス等のイベントを開催し、もち麦の認知度向上

及び消費拡大に取り組んだ。 

❹ ケーブルテレビ及び広報かとうにおいて、毎

月もち麦についての健康情報、もち麦を使った

レシピ等を定期的に発信した。 

≪次年度改善･取組≫ 

❶ もち麦は、気候や栽培条件により収量及

び品質が低下しやすいため、赤カビ病防

除及びキラリモチの種子購入費用の一

部を支援するとともに、栽培講習会やほ

場巡回研修を行い、もち麦の安定した収

量の確保に係る取組みを継続する。 

❷ 引き続き、市内事業者等に加東市産もち

麦の使用や、新たな加工品の開発につい

て働きかける。 

❸❹ 市民のもち麦の喫食状況や腸内環境

を調べる「腸内フローラ大調査」を実施

し、調査結果に基づく生活実態に即した

効果的な摂取方法をＰＲしていくこと

で、市民の更なる健康増進を図る。 

❹ 加東市もち麦活用協議会の公式インス

タグラムでの情報発信を強化する。 

具体的な取組内容 

<取組実績> 

❷「加東市有機農業実施計画」を策定し、令和６

年 10 月にオーガニックビレッジ宣言を行い、

大手実需者との個別商談会や研修会の開催な

ど、計画の実現に向けた取組みを開始した。 

BLOF 理論のセミナー開催、個別商談会への

参加促進、ファーマーズマルシェ（生産者が直

接販売する市場）の開催など、有機農業の推進

に取り組み、有機農業の取組農家数が増加し

た。 

❸ 食に対する高い安全性が認められ、２品目（酒

米とうるち米）が新たに「ひょうご安心ブラン

ド」を取得したが、一方で１品目（野菜）減少

した。 

≪次年度改善･取組≫ 

❷ 「加東市有機農業実施計画」に基づき、

引き続き有機栽培の技術研修会の開催

や実需者との個別商談会への参加促進

を通じて、取組農家数及び取組面積の増

加を目指す。 

❸ 引き続き、環境保全型農業直接支払交付

金を活用し、認証取得につながる栽培方

法の普及を図り、「兵庫県認証食品」など

の取得食品数の増加を図る。 
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